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宮城県女川町の瓦礫分布: （a）航空写真（2011年3月19日）、 （b）衛星画像（2011年6月8日）。瓦礫面積はそ
れぞれ約0.9㎢と約0.5㎢であった。約80日間で約0.4㎢の面積差があり、この期間の瓦礫撤去作業が進んで
いたことも確認できる（東北大学大学院工学研究科・福岡巧巳による結果） 

※1 物体には、それぞれ特に強く電磁波を反射・吸収・放出する
波長域がある。これを一般に分光反射特性といい、衛星画像か
ら植生や水域、土や構造物などを判別する指標となる。

●被害を正確に捉えることから
始まる災害救援・復旧活動。
　2011年3月11日東北地方太平洋沖地
震により発生した大津波は、12都道県で
死者・行方不明者18,649人、全壊建物
129,574戸（警察庁、2012年10月17日）
という被害をもたらし、我が国における史
上最大規模の超巨大地震津波災害とな
りました。
　巨大災害後の災害対応や救援活動に
おいて、最も重要なことの一つは被害の
全容把握です。2011年東北地方太平洋
沖地震津波の被災地は広大であり、凄ま
じい被災地の映像は何度も報道等で映
し出されたものの、被災地がどれほど拡
がっているかなどの全容を把握することさ
え難しい状況でした。私たちは、対象を遠
隔から測定する手段であるリモートセンシ
ングと空間情報処理技術、および数値シ
ミュレーション技術を高いレベルで融合し
て活用することにより、この課題を克服し
ようとしています。
　津波災害には国境がありません。私た
ちは、衛星や航空機による被災地の緊急
観測やリアルタイムシミュレーションによる
被害推計を国際的な枠組みのなかで構
築し、それを国際社会で共有する仕組み
づくりに貢献することを目標としています。 

●開発技術を
　“災害からの回復力”に。
　津波の広域被害把握という観点では、
津波浸水域をどのようにして捉えるかが最

初の課題となります。広大な津波浸水域の
空間分布を把握するため、JAXA（ジャク
サ：独立行政法人 宇宙航空研究開発機
構）陸域観測技術衛星「だいち」の光学セ
ンサ画像（2011年3月14日撮影）を解析
しました。津波の浸水域の抽出には、水の
分光特性に着目したNDWI指標という画
像フィルターを作成しました。
　次のステップは建物被害の把握です。
私たちは国土地理院による直下視・斜め
視の空中写真を判読して、建物被害と建
物構造種別の分布を明らかにしました。
写真からの判読なので、特に構造種別
の判読精度に限界はありますが、写真の
取得により、迅速な被害把握に活用でき
ることを実証しました。
　また、同じ被災地の観測結果を時系
列で解析することにより、復旧・復興状況
のモニタリングも可能になります。ここで
は、宮城県女川町の瓦礫分布（上図参
照）を示します。浸水域や建物被害だけ
でなく、瓦礫がもつ分光反射特性※1に着
目して、デジタル航空写真や衛星画像か
ら瓦礫域の分布・礫面積を把握しまし
た。その結果、瓦礫面積は被災後約80日
間で約0.4㎢の面積差があり、この期間
の瓦礫撤去作業が進んでいたことも確
認できます。
　どこで、どの程度の被害が起きているの
か――災害救援活動や復旧活動は、迅
速かつ正確な被害把握から始まります。
私たちの取り組みが、被災地の“災害から
回復する力＝Resiliency”となることを願
い、国内外の研究機関と協力しながら研
究を進めています。  （取材日2012年11月10日）
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自分の顔を見た時、特異的に現れ
る脳活動を画像化。大脳右半球の
脳表に活動領域が示されている。

fMRIは、血流動態を視覚化する方
法のひとつ。脳のどの部位がどのよう
な動きをしているのかミリメートル単
位で測定し、およそ2秒ごとに画像と
して表示させることができる。

●脳と心の関係とは？ 
　最新脳科学が答えます。
　ここ数年で“脳科学”という言葉もすっ
かり浸透した感があります。ただ一方で
は、ブームとして盛んに取り上げられた結
果、言葉だけが先走ってしまい、科学的
根拠に乏しい事例が散見されたことは
少し残念でした。いずれにしても興味と
関心を持って迎えていただくことは、脳科
学の研究に携わる者としてうれしいこと
です。
　脳は、感情・思考・生命維持などを司
る神経系の中枢であり、心の動きと分か
ちがたく結びついています。脳の仕組み
や働きを解明することは、すなわち心を
探究することでもあり、多くの人が知的好
奇心を刺激されるトピックなのでしょう。
　事実、近年の脳活動測定技術の進歩
によって、脳科学は格段の進歩を遂げま
した。私は「ヒトは自分をどのように認知し
ているのか（自己認知）」というテーマを
中心に、機能的磁気共鳴画像法（fMRI）
を用いた「脳機能イメージング」という技
術で、人間の脳と心の関連を解明しよう
としています。

●学際融合の「研究力」で、
　「生きる力」にアプローチ。
　さて、東日本大震災に際しては、被災
から復旧復興に至るまで、被災者一人ひ
とりが様々な困難な状況をそれぞれの立
場で克服してきました。それは「生きる力」
とも呼べる資質・能力であり、とりわけ身
に差し迫る危険を認知・判断・回避する
行動は、生命を左右するものです。
　私たち研究グループは、脳の働き方・
仕組みといった特性が、危機に対する感

受性や判断力とつながっているのではな
いか、つまり危険の認知や避難行動が、
“思考の傾向”によって説明できるのでは
ないかと考えました。また、他者への配慮
やコミュニケーション、リーダーシップと
いった“社会的な脳の働き”が、社会全体
の「生きる力」とどう結びついていくかと
いう興味もあります。
　本研究では、まず調査に同意いただ
いた被災者を中心にインタビューを行
い、多事多難に際して、どのように乗り越
えていったのかを詳しく調査検証してい
きます。次にデータの背後にうごめく認知
特性を定量評価する手法を探索してい
きます。もちろん脳の働きは非常に複雑
であり、百人百様の個人差があります
が、脳内の情報処理特性と認知行動の
関係性について、科学的な見地から整
理していきたいと考えています。これは、
心理学、認知科学、脳科学の学際的取り
組みです。
　減災・防災対策に関しては、今後、多
様な研究分野の英知が集められていくこ
とでしょう。脳機能の認知科学的な分析
が、その一翼を担うことができるよう、研
究者一人ひとりの個性豊かで多彩な「研
究力」を融合してまいります。 

(取材日2012年10月23日)

つかさど

困難に立ち向かい、乗り越える「生きる力」。
脳の働きから、その力の源泉を探る！
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